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JP1 Cloud Service に新サービスを追加 

業務影響を的確に可視化し、運用判断を迅速化 
IBM｢Instana｣をベースとした｢JP1 Cloud Service/Observability｣により、 

アプリケーションのリアルタイム監視と AI による障害原因の特定を支援 

 

 
 

図：JP1 Cloud Service による業務サービス状況の的確な可視化 

 

日立は、システム運用管理サービス「JP1 Cloud Service」において、アプリケーションの可視化を強化する新サービス「JP1 

Cloud Service/Observability」(以下、新サービス)を追加し、7 月 31 日より販売開始します。新サービスは、アプリケーショ

ンの挙動をリアルタイムに監視し、障害の原因候補となる事象を AI で解析することで、運用管理者による迅速な障害原因の特

定と対応判断を可能にするものであり、IBM の「Instana」*1 をベースに実現しています。 

新サービスの追加により、システム統合管理を担う既存サービス「JP1 Cloud Service/System Management」による IT

インフラ中心の可視化に加え、アプリケーションの挙動も関連付けて把握できるようになります。その結果、運用管理者は業務サ

ービスの異常原因から影響範囲までの的確な把握と、業務への影響や重要度に応じた迅速な対応判断が可能になります。問

題解決までの時間短縮や予期せぬダウンタイムの削減を実現し、事業継続性の向上に貢献します。 
*1 アプリケーション、サービス、インフラの依存関係を自動的に可視化し、メトリクス、トレース、イベント、ログなどを関連付けて分析する IBM のフルスタック・オブザーバビリティ製品 

  IBM Instana Observability 

 

市場背景 

企業活動のデジタル化が進展する中、業務サービスを支える IT システムは、クラウドやオンプレミス、コンテナやマイクロサービス

など、複数の環境や技術が連携する構成へと変化し、複雑化・分散化が進んでいます。これに伴い、障害発生時の原因究明

や業務への影響把握を迅速に行うことが難しくなっており、事業継続性を高める上での課題となっています。こうした課題に対応

するには、IT インフラ、アプリケーション、各種サービスなど、さまざまな監視対象の状態を個別に把握するだけでなく、それらの関

係性を含めて一体的に把握し、障害発生箇所や要因の特定、業務への影響判断を素早く行うことが求められています。 

https://www.ibm.com/jp-ja/products/instana
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新サービス「JP1 Cloud Service/Observability」の主な特長 

１．アプリケーションのリアルタイム監視と AI による障害原因の特定を実現 

新サービスでは、アプリケーションや IT インフラの状態を表すメトリクス*2、イベント、ログ、トレースといった多様な監視データをリ

アルタイムに可視化します。また、これらの監視データを相互に関連付け、AI により分析することで、障害の原因候補となる事象

を自動的に時系列で提示します。さらに、多様な言語やフレームワーク*3で開発されたアプリケーションやサービス間の依存関係も

自動的に可視化します。これにより、運用管理者は、障害の原因特定や影響範囲の調査時間を短縮できます。 
*2 CPU 使用率、応答時間、エラー率など、システム状態を数値で把握するための指標。 

*3 Java、Node.js、PHP、Python、Ruby、Go、.NET など多様な言語・フレームワークのこと。 

 

２．障害の予兆を早期に検知し、業務への影響拡大を抑制 

新サービスでは、アプリケーションの処理数や応答時間、エラー率などのメトリクスをリアルタイムかつ高精細に取得することで、性

能劣化や異常の兆候を早期に検知します。従来は見逃されがちであった瞬発的な負荷の変動や、微小な異常も把握可能とな

ります。これにより、運用管理者は、障害の兆候が現れた段階から対応を検討し、業務サービスへの影響が広がる前に対策を講

じることができるため、業務への影響拡大を抑制することが可能です。 
 

３．IT インフラからアプリケーションまで業務サービス全体を可視化し、対応判断を迅速化 

「JP1 Cloud Service/System Management」と新サービスを組み合わせて活用することで、企業が利用する IT インフラ

やクラウドサービスなどに跨る業務サービス全体を、アプリケーションの挙動と関連づけて一体的に把握できます。また、「JP1 

Cloud Service/System Management」の生成 AI アシスタントを活用することで、障害などのイベント発生時の初動対応

を 複数 の 運 用マ ニ ュア ル に 基 づ き なが ら迅 速 化で き ま す 。 さら に 、 運 用 業務 の 統合 を 可 能と す る「 JP1 Cloud 

Service/Operations Integration(Ops I)」を活用して、障害対処のナレッジを蓄積し自動化を推進することで、さらなる効

率化を支援します。これらにより、運用管理者の対応判断を迅速化します。 

 

今後の展望 

日立は今後、新サービス「JP1 Cloud Service/Observability」を加えて強化した「JP1 Cloud Service」を基に、システ

ム運用管理のさらなる高度化を進めていきます。また、「Hitachi Application Reliability Centers(HARC)」などの提供を通

じて培った知見を活用し、複雑化したシステムのモダナイズを加速します。そのために、運用データの活用や自動化機能の拡充、

AI を取り入れたシステム運用におけるガバナンスやセキュリティ、信頼性の向上にも取り組んでいきます。これにより、お客さまの継

続的な運用改善を支援するとともに、社会インフラに求められるレジリエントなシステム運用の実現に貢献していきます。 

 

新サービスの価格および販売開始時期 

名称 概要 標準価格(税別) 販売開始日 

「JP1 Cloud Service 

/Observability」 

・アプリケーションからインフラまで、依存関係を 

AI で自動的に可視化 

・障害原因や影響範囲を自動解析 

サブスクリプション*4 

月額 14,000 円～ 
7 月 31 日  

*4 管理対象となる仮想サーバごとに必要となる１ライセンス当たりの価格。10 ライセンス以上の年間契約が必要。機能制限なしの標準価格の場合。 

 

 

 

 

 

 

 



Page 3/3 

パートナー企業のコメント 

日本アイ･ビー･エム株式会社 テクノロジー事業本部 

理事 オートメーション･プラットフォーム事業部長  上野 亜紀子氏 

日本 IBM は、このたびの日立製作所による「JP1 Cloud Service」の機能強化を、企業のシステム運用高度化を支える重

要な取り組みと考えています。AI による自動解析で運用高度化を実現する IBM「Instana」をベースに、インフラストラクチャ

ー・アプリケーション・業務サービスの相関の迅速な把握とシステム異常の業務影響の可視化を支援する JP1 は、さらに複雑化

する IT システムを支え、お客さまの事業継続性向上に寄与することを確信しています。IBM は日立との連携を深化させ、AI を

活用した次世代 IT 運用の新たな時代を切り拓いてまいります。 

 

関連ウェブサイト 

・JP1 Cloud Service：統合システム運用管理 JP1 

・Hitachi Application Reliability Centers (HARC)  

・日立のモダナイゼーション 

 

商標注記 

・IBM Instana, Instana は、米国やその他の国における International Business Machines Corporation の商標 

または登録商標です。 

・記載の組織名､製品名などは､それぞれの組織の登録商標もしくは商標です｡ 

 

お問い合わせ先 

株式会社日立製作所 AI＆ソフトウェアサービスビジネスユニット マネージド＆プラットフォームサービス事業部 

お問い合わせフォーム：https://www.hitachi.co.jp/it-pf/inq/NR/ 

以上 

https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/jp1/product/jp1_cloud/index.html?=ni260714
https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/articles/harc/index.html?=ni260714
https://www.hitachi.co.jp/products/it/CloudDX/modernization/index.html?ni=260714
https://www.hitachi.co.jp/it-pf/inq/NR/

